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食品製造業様の課題解決
品質リスク低減・適切な在庫管理で食品ロス削減

参考：『リサイクル食品ロス』HP（農水省）
資料：平成29年度食糧需給表（確定値）

食品ロス削減推進法とは？
目的
国、地方自治体、事業者、消費者等の多様な主体が連携し、国民運動として食品ロスの削減を推進する

食品製造業に求められること
・食品原料の無駄のない利用や、製造工程・出荷工程における適正管理・鮮度保持に努める
・食品の製造方法の見直しや保存に資する容器包装の工夫等により、賞味期限の延長に取り組む
また年月表示など賞味期限表示の大括り化に取り組む など

令和元年 食品ロス削減推進法が施行されました

・作業ミスの防止
・賞味期限切れの防止
・人件費の削減 etc.

・規制/法律への対応
・SDGsへの貢献
・原料費の削減 etc.

参考：『食品ロスの削減の推進に関する基本的な方針』 （消費者庁）

食品リサイクル法とは？
目的
食品関連事業者に対して、食品廃棄物の①発生抑止と減量化②飼料や肥料等の原材料としての再生利用を促進する
食品製造業に求められること
・2024年度までに再生利用等実施率、95％を達成する ・食品循環資源の再生利用等の実施に関する目標などについて定めること
・主務大臣あてに食品廃棄物等発生量等の定期報告を行う（多量発生事業者のみ） など

食品製造業の食品ロス量は、
毎年約121万t =
お茶碗約80億杯分

施行日：令和元年10月1日

参考：『食品ロスの削減の推進に関する法律』 （消費者庁）

事業系食品ロス量を2000年度から、2030年までに半減させる
2000年度：547万t ⇒ 2030年度：273万t

※食品廃棄物と食品ロスの違い
食品廃棄物：食品製造や調理過程で生じる加工残さで食用に供することができないもの

食品の流通過程や消費段階で生じる売れ残り・食べ残し等

6割以上の食品製造業様が食品ロス対策について、すでに取り組まれているか、取り組もうとされています！！

■食品ロス削減対策により、製造業が得られる+αの効果

参考：『食品循環資源の再生利用等の促進に関する法律の概要』 （農水省）

国の基本方針として…

＋αの効果

食品ロス ：本来食べられるのに捨てられる（可食部）食品廃棄物の量
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品質リスク低減・適切な在庫管理で食品ロス削減

●作業手順の見える化で計量・投入ミス防止
●コンタミリスクを抑えた最適なライン計画の立案によりアレルゲン物質混入を徹底排除
●検査結果の自動転記で品質リスクを低減
●在庫データ管理により賞味期限切れ原材料の使用防止

●システムで賞味期限の近い原材料を特定し先入れ先出し
●原材料在庫を考慮した所要量展開により原材料の適正量の購入
●製品在庫を考慮した生産計画立案により製品の過剰生産を防止
●適切な保管条件でのロケーション管理により原材料・製品品質悪化の抑制

品質リスク低減

■横河の食品ロス削減への貢献

適切な在庫管理

最適な生産量が
不明確で過剰生産

在庫の賞味期限
管理ミスにより
期限切れが発生

分析値の
記録ミスで
品質事故発生

製造過程でこのようなお悩みはありませんか？

計量・投入ミスの
発生

保管場所間違いで
原料品質劣化

ライン切替時に、
アレルゲン混入・
コンタミ発生

原材料の必要量が
不明確で過剰購入

その結果、品質リスク・過剰在庫につながり、
原料・製品廃棄が生まれてしまった
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